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10．防災対策委員会細則 

 

（総 則） 

第１条 この細則は、多摩ニュータウンエステート落合５－８団地管理規約第 80 条の規定に基づき、

理事会の業務を支援するため、本委員会を設立するに当たり必要な事項を定めることを目的とする。 

（名 称） 

第２条 本委員会は防災対策委員会と称する。 

（目 的） 

第３条 委員会は、エステート落合５－８団地住民の自主的な防災意識の高揚を図るとともに、震災

時その他あらゆる災害に対し、地域住民の生命財産を守るため初期消火、避難誘導、救護、治安の維

持、物資の調達等にあたり、地域住民の安全確保を図ることを目的とする。 

（組 織） 

第４条 組織及び当委員会の位置付けは以下とする。 

委員長１名、副委員長２名(１名は担当理事)、各班長５名の計８名程度で構成。防火班長は防火管理

有資格者とする。活動支援のために階段口ごと１０～１５戸に１名のサポーターをおく。尚、有事の

際は理事長を本部長とし、災害対策本部を組織する。 

 

（委員の選任） 

第５条 委員及びサポーターは、組合員又は組合員の配偶者若しくは成人である一親等の親族で参加

協力を申し出た者および組合員が推薦をする者について、理事会の承認を得て理事長が委嘱する。 

（委員の任期） 

第６条 委員の任期は、原則通常総会の翌日から次の通常総会の日までとし再任を妨げない。 

（委員長の選任） 

第７条 委員長は委員の互選により選任する。 

（防火管理者の選任） 

第８条 防火管理者は管理権原者の選任による。当団地において管理権原者は所有者又は居住者にな

るが、住民の代表である理事長を選任者とする。 

（委員会の招集） 

第９条 防災対策委員会は、委員長が必要の都度召集する。 

（会 計） 

第 10 条 委員会の業務に必要な経費および委員の活動費は原則として管理組合の負担とする。 

附 則 

 この細則は、2024（令和６）年 5 月 20 日から施行する。 

（1988〔昭和 63〕年５月 ９日 制定） 

（2016〔平成 28〕年５月 ８日 改正） 

（2018〔平成 30〕年５月 20 日 改正） 

（2020〔令和 2〕年５月 31 日 改正） 

（2023〔令和 5〕年５月 21 日 改正） 

（2024〔令和 6〕年５月 19 日 改正） 
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【組織】 



 

本部防災倉庫収納備品

（対象18・19号棟　 64戸
 　および対策本部関連）

レスキューキット 1

担架 1

ヘルメット 11

スコップ 3

ウォータータンク 78

マンホールトイレ 2

マンホールトイレ用テント 2

トイレットペーパー 2

リヤカー 1

つるはし 3

バール 2

のこぎり 2

懐中電灯（単1×2） 5

三角巾 16

発電機 1

ガソリンタンク 1

投光器 4

コードリール 2

工事灯 2

メガホン 1

トランジスタメガホン 3

ラジオ 1

クイックコンロ 1

コンロ 1

なべ 3

やかん 3

燃料 1

ロケットストーブ 2

階段避難車 1

非常用トイレ 600

　　　　（集会所配置分をふくむ）

西防災倉庫収納備品
（対象8～17,　20号棟　123戸）

レスキューキット 1

担架 1

ヘルメット 8

スコップ 2

ウォータータンク 109

マンホールトイレ 4

マンホールトイレ用テント 4

トイレットペーパー 4

リヤカー 1

北防災倉庫収納備品
（対象１～７号棟　96戸）

レスキューキット 1

担架 1

ヘルメット 8

スコップ 2

ウォータータンク 96

マンホールトイレ 4

マンホールトイレ用テント 4

トイレットペーパー 4

リヤカー 1

倉 

倉 

倉 

■防災設備配置図 消 

消 

消 

消 

防 

＊防災倉庫のカギは、防災対策委員が持っています。 
2017.03 現在 

凡　　　　例

防災倉庫　　　　３か所

消火器　　　 　　５ ６本　

（中層棟の階段の●は各2本）

防火水槽　　 １か所

消火栓　　　 ４か所

倉庫対象号棟分割線
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 防 

 消 

 


